平成２７年９月吉日

秦野稲門会ウォーキングのご案内
ウォーキング同好会幹事　新藤雅敏
いなほ会幹事　　渡邉のぞみ

秦野稲門会の皆様にはお元気でお過ごしのことと存じます。
　昨年はお休みしてしまいましたが、恒例の「東京下町名所散策グルメ巡りウォーキング」をいなほ会との共同企画で再開したいと思います。多数の皆様のご参加をお待ち申し上げます。

　ご家族・友人・知人の皆様も大歓迎です。健康増進を兼ねて都内の名所巡りをみんなで楽しみませんか。
記

１　日　時　　平成２７年１１月１０日（火）　９時　小田急線秦野駅改札口集合
　　帰り１７～１８時頃（予定）
２　コース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　秦野　―　新宿　―　ＪＲ大井町（ウォーキング開始）　―　ゼームス坂　―　旧東海道品川宿散策　―　八ツ山橋　―　ＪＲ品川駅　―　五反田駅　―　東急池上線

（戸越銀座）　―　洗足池　―　洗足池一周　―　池上線池上駅　―　池上本門寺―　　池上駅　―　ＪＲ蒲田、新宿経由　又は横浜経由　―　秦野
３　歩程

　　６～７Ｋ程度（歩くだけなら２～３時間程度）

　　尚、歩くのがイヤという方は鉄道が平行しているのでそれを利用しても行けます。

また、コースの一部だけ参加されても結構です。
４　費用

　　交通費、昼食代併せ ５,０００～６,０００円程度

　　[交通費だけなら２,５００～３,０００円程度（ロマンスカー、土産代は除く）]

５　昼食

　　昼食は旧東海道品川宿界隈でとりたいと思います。
　　（但し状況により変更もあり）
６　注意事項
1 ただ歩くだけなら２～３時間弱の行程ですが、いろいろ見物しながらのブラブラ歩きは意外と疲れるものです。商店街や参道の茶店などで適宜休憩しながらコースを巡りたいと思いますが、皆様のご意向、全体の状況次第では、途中で切り上げたり、コースを変更したりする場合もありますのでご了承下さい。
2 靴は自分がはき慣れた歩きやすいものを。
山歩きと違って都会の街歩きですから荷物は最少限に。
雨具や飲み物などはコンビニや駅でも買えます。
3 無理は絶対にしないで下さい。
体調が悪くなったり疲れたときは、都内の交通至便な場所ですから、どこからでも途中で帰ることができます。
この場合は幹事に一言お知らせ下さい。
７　解散、帰宅ルート等

　　東急池上線池上駅からはＪＲ五反田経由　又はＪＲ蒲田経由新宿駅か、横浜経由相鉄線、或いは東急田園都市線中央林間経由小田急相模大野など、秦野へ帰るルートは各種考えられます。

　　池上駅で解散して、各自都合の良いルートでお帰り下さい。
８　参加申込

　　　　　本メールへの返信(メールで受けた方)、または下記へお願いします。
· 新藤雅敏　　電話　０４６３（８８）３２０９

· 渡邉のぞみ　メール nozonozo@jcom.home.ne.jp

· 梶山誠　　　電話　０９０（２４３４）４７９５

　　　　　　　　メール　mac.kajiyama@nifty.com

９　参加申込〆切、その他

１１月５日（木）

小雨決行としたいと思いますが、ウォーキング前日の天気予報で、当日の降水確率が５０パーセント以上の場合は、中止といたします。
［コースの詳細説明］
①　東海道品川宿
品川と言えば東海道五十三次の最初の宿場だということは誰でも知っていることですが、実は平安鎌倉の頃から武蔵國（現在の埼玉県、東京都、川崎市、横浜市の地域）の物流の拠点として栄えた古い歴史を持つ湊町なのです。
既に平安時代に品川湊は武蔵國府（東京都府中市）と「品川道」によって結ばれ、前九年の役、後三年の役（１１世紀）で八幡太郎義家が戦勝祈願したという荏原神社も今に残っています。

しかも都心近くにもかかわらず、品川八ツ山橋から鈴ヶ森まで３．８㎞の区間は江戸時代以来の東海道の道幅がそのまま残っている貴重な歴史遺産でもあります。幕末黒船来寇の際は江戸湾警備のため、この付近に多数の台場が築かれ、土佐藩邸があった立会川河口の浜川砲台には坂本龍馬も要員として配置され、この体験によって後に開国派として目覚めたとも言われています。（これに因んで北浜川児童遊園に若き日の龍馬像が建てられている。また近くに土佐藩主山内容堂の墓もある。）
その他のコース周辺には次のような旧跡もあります。

· 「ゼームス坂」と「レモンの碑」

大井町駅から品川に下る坂道「ゼームス坂」はこの地に住んだイギリス人航海士ＪＭゼームス（ジェームス）に由来し、途中には「智恵子抄」で知られる高村光太郎の妻・智恵子が最後の日々を送ったゼームス坂病院があった。跡地に「レモンの碑」が建てられている。

· 品川宿本陣跡

　　　大名の宿泊所だが明治天皇が京都から東京へ移る際、休息した場所でもあるため、現在は「聖跡公園」となっている。
· 伊豆長八の「こて絵」
　　　左官の名工として知られる伊豆長八が手がけた作品が街道沿いの寄木神社本殿と善福寺に残っている。

· 「土蔵相模」跡

　　　高杉晋作や伊藤博文らが御殿山のイギリス公使館焼き討ちの謀議を重ねたという妓楼の跡。
・　旅籠「釜屋」跡

　　　新撰組がよく利用していたゆかりの宿として跡地に記念碑が建てられている。

· 鯨塚
　　　十一代将軍家斉の時代品川の海に迷い込んだ全長１８ｍの大鯨を葬った塚。

・　品川寺(ほんせんじ)
　　　８０６～８１０年の開山という品川最古の真言宗寺院、江戸六地蔵のひとつが祀られている。
この他にも禅僧沢庵を迎えて開いた東海寺、板垣退助の墓（品川神社裏）、少し離れた西大井駅の近くには伊藤博文の墓所などもある。
2 　洗足池
　　　　池（周囲１．２Ｋ）のある公園としては都内屈指の広さを誇り、春の桜、秋の紅葉の名所ともなっています。
　　　　池月橋という三連の太鼓橋が架かっており水生植物園などもあります。この地に休息に立ち寄った日蓮聖人がここで足を洗ったことが名前の由来とされ、聖人が袈裟を掛けたという「袈裟掛けの松」が残る妙福寺が辺りにあります。
　　　　また池畔に勝海舟が別邸「洗足軒」を構え、海舟夫妻の墓所もここに建てられています。

3 　池上本門寺
身延山久遠寺と並ぶ日蓮宗の大本山。
１２８２年日蓮聖人が門徒の池上宗仲の館で入滅し、霊跡として建立されたと言われています。（現在の寺は１７世紀末～１８世紀初頭の建立）。霊山橋を渡って正面の此経難持坂（９６段）は此経難持の掲（本当は人偏、パソコンで出ませんでした）文９６字に因んだもので、かなりの急坂です。境内には国重文の五重塔（関東に４基現存する塔では最古とされる）や小堀遠州の作といわれる奥庭「松涛園」などの歴史遺産も多く残されており、プロレスで一世を風靡した力道山、幸田文の墓などもあります。また、池上駅から本門寺までの参道には江戸時代から続く、くず餅屋や土産物屋も軒を連ねています。
尚、時間が許せば、途中、池上線沿線の「戸越銀座」に立寄ることも考えられます。

ここは戸越銀座駅をはさんで東西１．３Ｋにわたる全国有数の大商店街で４００軒もの活気ある商店が連なるグルメ巡りには絶好のスポットです。

以上

